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こうふ開府500 年

1519－2019

甲
府
市
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iFliIFF畔FIIFFlilll県都甲府の５００年展

,II●ｒm7 馥 ● ，武ｍ氏館跡歴史館オープン

こうふ開府５００年記念式典

四季の賑わい剔出事業(春) 信玄公祭り／ＫＡＩＦＵマルシェ2019

武田二十四将騎馬行列

椚:rIFrF ｒIF ■1，第14 回食育推進全国大会

JI 圖『1;r『 圖鮒闇。 スペシャルフォーラム(戦国武将フォーラム)

第４回｢山の日｣記念全国大会

四季の賑わい剔出事業(夏)/小江戸甲府の夏祭り

四季の賑わい創出事業(秋)/甲府大好きまつり・農林業まつり

.ユ_,＿ ＿「将棋の日Ｊｉｎ甲府

リレーフォーラム2０1９

ふ開府 年記念文化公演事業

●麗麗ｒ?'ｒ¶ｒ㎜ ●ＩＮＥ
ｘＴ１００宣言イベント

!||llF!7FF171FFFSI 四季の賑わい剔出事業(冬)

常設展示メモリアルギャラリー
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て
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え
る
　
甲
府
盆
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甲
府
５
０
０
年
の
歩
み

中
世
の
甲
斐
の
国
の
政
治
的
・
経
済
的
な
中
心
地
は
現
在
の
甲
府
盆
地
東
部

一
帯
で
あ
り
、
守
護
の
武
田
氏
は
信
昌
・
信
縄
・
信
虎
の
三
代
に
わ
た
り
石
和
に

近
接
し
た
川
田
（
甲
府
市
川
田
町
）
に
館
を
構
え
て
領
国
経
営
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

群
雄
割
拠
の
戦
国
時
代
に
名
将
と
し
て
全
国
に
名
を
馳
せ
た
武
田
信
玄
の
父

で
あ
る
武
田
信
虎
は
、
永
正
1
6（
1
5
1
9

）
年
に
擲
圃
が
崎（
現
武
田
神
社
）
の
地

へ
居
館
を
移
し
、家
臣
を
そ
の
周
辺
に
集
住
さ
せ
る
と
と
も
に
、
商
職
人
町
の
設

定
や
寺
社
の
創
建
、市
場
の
開
設
な
ど
を
進
め
、大
規
模
な
城
下
町
の
整
備
に
着

擲 環が崎館跡( 現･武田 神社) 写真

甲 府 の 歴 史

武田信虎が相川扇状地の擲躊ヶ崎に新館を造営し、

家臣や商･職人の集住を図って城下町甲府を開く。
卜1519 年

り52j 年　武田信虎の嫡男･勝千代(のちの信玄)が積翠寺７誕生

手
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
甲
斐
の
府
中
「
甲
府
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
柳
沢
吉
保
に
よ
っ
て
甲
府
城
と
城
下
町
の
再
整
備
が

積
極
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。当
時
、
甲
府
城
下
町
を
訪
れ
た
荻
生
祖
侠
が
「
人

家
は
繁
盛
し
、
市
街
が
よ
く
整
っ
て
商
店
に
多
く
の
品
物
が
並
び
、
人
々
の
姿

ふ
る
ま
い
も
ほ
と
ん
ど
江
戸
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
記
す
ほ
ど
、
甲
府

城
下
町
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
開
府
５
０
０
年
を
迎
え
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
の
知
恵

と
、
絶
え
間
な
い
努
力
に
よ
り
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
甲
府
の
「
歴
史
・

伝
統
・
文
化
・
自
然
」
を
改
め
て
振
り
返
り
、
輝
か
し
い
未
来
に
向
け
歩
ん
で
い

き
ま
す
。

武田信虎を駿河に退隠させ､信玄が家督を継ぎ､甲斐

国主となる。

武田信玄が信濃(長野県)の善光寺から本尊を移し、

甲府善光寺を創建する。

り.541 年

卜1558 年

y1573 年　武田信玄が信州(長野県)駒場７死去．

武田勝頼､三河の長篠で織田･徳川連合軍と戦い､壊滅

的打撃を受ける。

織田･徳川連合軍が甲斐に侵攻し､武田勝頼が甲州市

大和町田野で自害。武田家が滅亡する。

卜1575 年

卜1582 年

S゙ jアθ4 年　 柳沢吉保が､甲府城主となり城下町の再整備に着手。

￥1889 年　 甲府に市制が施行される・S'j9

θJ 年　 中央線甲府～八王子間開通．

･（ Ｌ９８２ 年　 中央自 動車 道 全線 開通・12

θj9 年　 こう ふ開 府500 年．
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